初職における企業内訓練の男女格差 by 石原 真三子



















































































































































































男性 38.7 42.5 15.2 3.4 0.3





る推移を図 1 ～ 3 に示した。最初の 3 年間の上司や同僚の指導割合（図
1）については、1970 年代前半が最も高く、1990 年代前半にかけて低下
傾向にあったが、1990 年代後半には 1980 年代の水準に戻った。男女の差
がみられないのは、表 1 と同様である。他人にアドバイスをした割合（図
2）については、男性は、ほぼ拡大傾向だが、女性は 1980 年代後半にかけ
て拡大した後 1990 年代にはやや縮小傾向にある。Off-JT の経験割合（図














男性 38.1 16.4 18.8 49.7
女性 36.6 14.1 14.1 53.6









































図 3　男女別最初の 3年間にOff-JT を受けた経験割合
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いう 4 つの質問を使用した。その他、初職の企業の従業員規模が 29 人以








表 4 ～ 6 は、標本全体を初職の入職年が 1985 年以前と 1986 年以降に分
けて、説明変数に女性ダミーを加えた推定結果を示している。まず、表
4 の上司や同僚の指導の経験に関しては、3 節の分析と同様、男女の差も












1985 年以前 1986 年以降
係数 Std.Err. 係数 Std.Err.
女性 − 0.026 0.075 − 0.048 0.092
短大・高専 − 0.098 0.080 − 0.022 0.101
大学・大学院 − 0.330 0.099　*** − 0.370 0.119　***
中学 3 年時の成績 − 0.017 0.036 0.040 0.041
専門・技術的職業 0.148 0.089　* 0.152 0.102
管理的職業 0.523 0.240　**
技能・生産および運輸・通信的職業 − 0.009 0.091 − 0.151 0.124
保安・サービス的職業 　0.108 0.130 0.139 0.143
その他の職業 　0.041 0.371 0.570 0.600
ほぼ毎日残業をしている 　0.026 0.073 0.106 0.083
互いに助け合う雰囲気がある 　0.586 0.067　*** 0.686 0.087　***
一人一人が独立して行う仕事が多い 　0.024 0.078 0.155 0.096
お互いが連携しながら行う仕事が多い 0.151 0.069　** 0.471 0.093　***
企業規模　29 人以下 − 0.133 0.088 − 0.159 0.110
　　　　　30 ～ 299 人 − 0.093 0.074 − 0.117 0.093
官公庁 − 0.030 0.137 0.392 0.181　**
／ cut1 − 1.711 0.163 − 1.503 0.191
／ cut2 − 0.842 0.155 − 0.373 0.178




Log	likelihood − 1391.09 − 880.98
注 1）	 *** は統計的に 1％有意、** は 5％有意、* は 10％有意であることを示す。以下同様。
注 2）	 レファレンスグループについては、学歴は中・高卒、職種は事務・販売的職業、企業
規模は 300 人以上の大企業である。以下同様。
注 3）	 1986 年以降に初職に入職したグループは、管理的職業が少ないため、分析から除外し
ている。以下同様。
注 4）	 被説明変数は、「最初の 3 年間に、上司や同僚、仕事仲間はどの程度指導やアドバイ
スをしてくれましたか」という質問に対する回答を、「よくしてくれた」＝ 5、「まあし
てくれた」＝ 4、「あまりしてくれなかった」＝ 3、「全くしてくれなかった」＝ 2、「上
司や同僚、仕事仲間はいない」＝ 1 として、順序プロビット・モデルで推定している。
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次に、表 5 に示した他の人にアドバイスした経験については、1985 年
以前は男女の差がみられないが、1986 年以降は、女性ダミーの係数が 5％
水準で有意にマイナスになっている。「他の人にアドバイスする」という


































1985 年以前 1986 年以降
係数 Std.Err. 係数 Std.Err.
女性 − 0.023 0.087 − 0.275 0.108　**
短大・高専 0.061 0.092 0.092 0.117
大学・大学院 0.024 0.116 − 0.121 0.139
中学 3 年時の成績 0.032 0.041 0.075 0.048
専門・技術的職業 − 0.036 0.101 0.021 0.119
管理的職業 0.509 0.283　*
技能・生産および運輸・通信的職業 − 0.337 0.107　*** 0.279 0.146　*
保安・サービス的職業 0.093 0.150 0.161 0.163
その他の職業 − 0.242 0.444 − 0.612 0.677
ほぼ毎日残業をしている 0.445 0.084　*** 0.335 0.097　***
互いに助け合う雰囲気がある 0.391 0.076　*** 0.458 0.099　***
一人一人が独立して行う仕事が多い 0.190 0.091　** 0.148 0.112
お互いが連携しながら行う仕事が多い 0.211 0.080　*** 0.384 0.107　***
企業規模　29 人以下 − 0.411 0.103　*** − 0.525 0.130　***
　　　　　30 ～ 299 人 − 0.200 0.085　** − 0.224 0.108　**
官公庁 − 0.471 0.154　*** − 0.827 0.203　***




Log	likelihood − 826.53 − 515.30








表 6　最初の 3年間のOff-JT についての推定結果
1985 年以前 1986 年以降
係数 Std.Err. 係数 Std.Err.
女性 − 0.192 0.089　** − 0.152 0.107
短大・高専 0.110 0.093 0.060 0.117
大学・大学院 − 0.107 0.118 0.205 0.138
中学 3 年時の成績 0.103 0.042　** 0.097 0.048　**
専門・技術的職業 0.233 0.103　** 0.206 0.118　*
管理的職業 0.787 0.304　***
技能・生産および運輸・通信的職業 − 0.144 0.108 0.093 0.146
保安・サービス的職業 0.255 0.150　* 0.155 0.163
その他の職業 − 0.146 0.435 0.371 0.640
ほぼ毎日残業をしている 0.205 0.084　** 0.176 0.097　*
互いに助け合う雰囲気がある 0.291 0.077　*** 0.106 0.099
一人一人が独立して行う仕事が多い 0.326 0.093　*** 0.165 0.113
お互いが連携しながら行う仕事が多い 0.197 0.081　** 0.319 0.107　***
企業規模　29 人以下 − 0.845 0.108　*** − 0.798 0.132　***
　　　　　30 ～ 299 人 − 0.355 0.085　*** − 0.459 0.107　***
官公庁 0.416 0.169　** 0.263 0.210




Log	likelihood − 799.4117 − 518.48563


























われていたため、Off-JT も異なり、離職確率の高い一般職の Off-JT は総
合職に比べて少なくなる。しかし法律施行後は、男女を同じ処遇で採用し
なければならず、Off-JT 経験も等しくなったと考えられる。
















































5	 具体的には、「中学 3 年生の頃、あなたの成績は学年でどれくらいだったと
思われますか」という質問に対して、「下の方」「やや下の方」「真ん中あた
り」「やや上の方」「上の方」の 5 つの選択肢からの回答を使用し、「下の方」
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